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A 184 疎ti 関 す 糾

盾 麿 庫隔1の 比軟-

凋４系 勾 參八　 ・ Ｗロ 阿顧 多　 閣 沁

方宏 々争矩尺生joo 名を糸 綱 濠y'基̂づヽく''B$妙 数｡に ょり、 せ凍、鋤^ にλ分し、
両群･の甘味･ 加 永烏麦順値検査を爽施 しマ向洛Ibﾋ 軟 し限。なお、甘一娠比上の甘為 政

党･こおいても、ヱ記の甘・塩練弛につ寺検討し詐。

鮮莱 の　廿一塩 比(-よる甘党 は、塩床闇植､こおいて敏 、堆党は遠り

C2･ こ れに反し て, 甘煮 は、甘 床康植it みヽ｡ぺ は薦 、^ 虎は延 こぷ､でヽあっに

(3)　ま^ 、甘一蹟 比 心 叩 るせ党 む わ、 同馮い 、加 床蜘 針 状 、鍼席 では美 でか

ワre、

４　 すなわち、 ある/鈴縁 へ。喀好者貳 その食縁lて対 し碗 感ヤ勿 斟こ反 し その

/食縁の対丿乙床に対 し 乙ーli、延､こ瀞馮 でめるニt 、 および甘 味t（ 対 して、 浪･

昶 祚､はy.右に対ゑ縁^  なろこと,   岬

A 185 砂衝夜。肺え今冬同icフいて
押戸々 一犬家政　o 塗暦昭子　朗 卸朕

〔 配的丿 砂倖浚t 脚μ一寸七レf £<  l脆 い組 齢l 男 坂^tLl  -E  り､こ/>6泰 な煮 っり 条汁iこつい

てIt すて･■l-明 い にヽt  敦おり、/Me/  ぽ、特 に生地 川彫脹 悛、固 化 了I  z   ヒ/t  胸す?  厚 回 に

-7 1･ ７禧 り 剱 すt 竹 っ恢。

{  方法]  シリ

刄 、 岡配･こ肉連 す3 体 友、騨 廣 、着 色度 、弘化% リ タ 路 糾 と､? 度 産ヽ f 廓 七 乙だ。 印 脊/ここ

れレt 炭岐 私案 ナト リウ 、r-脚 化T  tt fc試料 に吋i   T  り 可存 に禧t 測 定 い い 礼 挫 心

維 副 げt･ こ焦 奥t  あT い 〉く嫁 回折罷｛ （ 瓊 営電狸製 、K/ B-3/1 聖)  そ叫 也l 用卜? 葎

重測 た £行 っし

l 結 果J    迪逼 に煮 フめTc-/  5 糖諮 浚 ゆ、炭酸 東素 ナト リり乙・ の添力［3 (- Jこっ て噺張。レit  尺

肥^ 句 攻 に 脚猿 む、 司化（z 、j匯 くt 脈 べm.珊 を司 めけ?  ． ご・ 岸 、－カリ 胞^ 保 持 四･

同化 す"5  <ri に/μ孝 な衆ｲ千は 、i と(  T,    維晶化は にあ^c t  盲臍化組 踏 。K 線｡回竹 なら こ

い-c 堆認L  た。 こ●結 副 じ れ 、牲 化 い ‥りシ・ 糖･り謀 削

IT) ／-f] ユス’^ ̂ぱっ･^ て棟t 考康 ？哉;み 良。
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